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合
併
協
議
会
の
設
立
に
先
立
ち
、
両

商
工
会
の
会
長
が
商
工
会
合
併
に
関
す

る
基
本
協
定
書
に
調
印
。
合
併
協
議
会

で
は
会
長
に
青
木
正
立
山
町
商
工
会

長
、
副
会
長
に
森
﨑
勝
喜
舟
橋
村
商
工

会
長
が
選
ば
れ
た
。

　

基
本
協
定
書
の
調
印
式
に
は
、
立
山

町
の
舟
橋
貴
之
町
長
、
舟
橋
村
の
金
森

勝
雄
村
長
が
立
ち
会
い
し
、
県
商
工
会

連
合
会
の
山
本
勇
宰
専
務
理
事
ら
が
出

席
し
た
。

　

合
併
協
議
会
の
会
長
に
就
任
し
た
青

木
会
長
は
挨
拶
で
「
協
議
を
円
満
に
行

い
、
会
員
の
融
和
に
努
め
た
い
」
と
述

べ
た
。

　

今
後
、
協
議
会
で
は
新
商
工
会
の
設

置
内
容
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、

十
月
頃
ま
で
に
結
審
し
て
合
併
契
約
を

締
結
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

合併協議会を設立 立山町と舟橋村の両商工会
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▼
こ
の
時
期
に

な
る
と
称
名
川

上
流
へ
出
か
け
る
。
川
に

は
砂
防
用
と
思
わ
れ
る
堰
堤
が
約

五
〇
ｍ
間
隔
に
築
か
れ
て
い
る
。

な
ぜ
こ
の
時
期
か
。
立
山
の
雪
解

け
水
が
称
名
滝
を
落
下
し
て
こ
の

川
に
流
れ
込
み
、
水
量
が
最
高
に

な
る
か
ら
で
あ
る
▼
堰
堤
の
高
さ

は
わ
ず
か
五
ｍ
程
で
あ
る
が
、
大

量
の
水
が
一
気
に
落
ち
て
、
大
岩

に
激
し
く
ぶ
ち
当
た
り
、
キ
ラ
キ

ラ
水
し
ぶ
き
が
飛
び
は
ね
る
様
、

周
囲
の
全
て
を
か
き
消
す
轟
音

は
、
落
差
三
五
〇
ｍ
の
称
名
滝
を

遠
め
に
眺
め
る
の
と
は
ま
た
異
な

り
、
例
え
よ
う
の
な
い
臨
場
感
が

あ
る
。
し
ば
し
、
い
や
か
な
り
長

い
間
、
現
実
を
忘
れ
る
。
気
が
付

く
と
太
陽
は
傾
き
、
し
ぶ
き
の
色

も
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
そ
く
さ
と

帰
り
支
度
▼
い
つ
も
こ
の
時
に
浮

か
ぶ
の
は
「
あ
た
か
も
よ
し
」（
恰

好
）。
禅
の
言
葉
で
、
現
実
か
ら

逃
げ
よ
う
と
す
る
か
ら
悩
み
が
生

ま
れ
る
。
何
で
も
受
け
止
め
て
生

き
て
い
き
な
さ
い
、
と
い
う
教
え
。

「
恰
好（
か
っ
こ
う
）よ
い
」は
、「
あ

た
か
も
よ
し
」
と
生
き
る
姿
勢
を

ほ
め
称
え
る
言
葉
で
あ
る
と
の
こ

と
▼
来
年
も
長
靴
を
履
い
て
、
川

原
の
特
等
石
に
腰
を
下
ろ
す
か
。

　6月25日、立山町商工会と舟橋村商工会は平成21年4月の合併を目指して、合併協議会を設立した。

合
併
に
向
け
た
協
力
を
誓
う
青
木
立
山
町
商
工

会
長
（
右
）
と
森
﨑
舟
橋
村
商
工
会
長
（
左
）
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記念講演する下重氏

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

Ｑ
．
設
立
委
員

の
選
任
と
任
務

に
つ
い
て
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

Ａ
．
各
商
工
会

の
合
併
総
会
で
、

設
立
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
す
。
設

立
委
員
の
任
務
は
、
定
款
の
作
成
、

新
商
工
会
の
役
員
の
選
任
、
初
年

度
の
事
業
計
画
や
収
支
予
算
の
作

成
、
県
知
事
へ
の
合
併
認
可
の
申

請
な
ど
で
す
。
役
員
の
選
任
を
除

い
て
、
基
本
と
な
る
も
の
は
既
に

合
併
協
議
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
設
立
委
員
は
決
め
ら
れ
た
内

容
を
き
ち
ん
と
整
え
て
、
設
立
に

向
け
た
事
務
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
．
新
商
工
会
の
役
員
は
、
設
立

委
員
が
選
任
す
る
の
で
す
か
。

Ａ
．
新
商
工
会
の
役
員
は
、
設
立

委
員
が
選
任
し
ま
す
。
た
だ
し
、

合
併
協
議
で
役
員
の
選
出
方
法
を

決
め
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
方
法

に
準
じ
て
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
新
商
工
会

の
支
部
や
部
会
の
会
員
状
況
な
ど

が
、
十
分
勘
案
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

な
お
、
新
商
工
会
の
役
員
任
期
は
、

設
立
の
日
か
ら
最
初
の
総
代
会
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新 商 工 会新 商 工 会

＆Q　AQ　A

Ｑ
．
新
商
工
会
の
多
く
は
総
代
制

を
と
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
総

代
は
い
つ
選
ば
れ
る
の
で
す
か
。

Ａ
．
総
代
は
新
商
工
会
に
お
い
て

選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
選
出
を
急
が
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
、
最
初
の
総
代
会

は
設
立
後
二
ヶ
月
以
内
に
開
催
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

従
っ
て
、
短
期
間
で
支
部
や
業
種

毎
に
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら

大
変
で
す
。
こ
の
た
め
、
設
立
前

に
地
区
や
業
種
毎
に
総
代
の
選
出

に
つ
い
て
協
議
・
相
談
し
て
お
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ
．
総
代
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で

選
出
す
る
の
で
す
か
。

Ａ
．
総
代
制
を
と
っ
て
い
た
旧
商

工
会
の
方
法
で
よ
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
新
商
工
会
の
支
部
（
地

区
）
や
部
会
（
業
種
）
毎
に
総
代

定
数
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

こ
れ
に
沿
っ
て
選
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
総
代
制
に

つ
い
て
は
、
会
員
の
う
ち
か
ら
そ

の
住
所
、
事
業
の
種
類
等
に
応
じ

て
公
平
に
選
挙
さ
れ
る
こ
と
、
任

期
は
役
員
と
同
じ
三
年
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
、
商
工
会
法
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
申
す
ま
で
も
な
く
、

総
代
会
は
総
会
に
代
わ
る
商
工
会

の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
す
。

 　

県
内
の
商
工
会
青
年
部
は
四
ブ

ロ
ッ
ク
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
主
張
発
表

大
会
を
開
催
し
た
。
青
年
部
活
動

や
地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
、
日
頃
の
活
動
や
熱
い
思
い

を
体
験
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
熱

弁
を
ふ
る
っ
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
は
七
名
が
選

出
さ
れ
、
八
月
に
開
催
さ
れ
る
商

工
会
青
年
部
主
張
発
表
県
大
会
に

　

城
端
商
工
会
女
性
部
（
堀
川
ゆ

う
子
部
長
）
は
、
五
月
二
十
八

日
、
桜
ケ
池
ク
ア
ガ
ー
デ
ン
に
お

い
て
、
設
立
三
十
周
年
記
念
大
会

を
開
催
し
た
。

　

堀
川
部
長
か
ら
は
、
歴
代
女
性

部
長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
歴

代
女
性
部
長
を
代
表
し
て
大
岡
俊

子
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
下
重
暁

子
氏
よ
り
「
風
は
女
か
ら
吹
く
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
記
念
講
演
が
行

わ
れ
た
。
下
重
氏
は
、「
観
光
客

の
た
め
に
と
、
道
路
や
施
設
の
整

備
を
行
い
、
見
せ
か
け
の
改
装
を

し
て
本
来
の
意
味
の
美
し
さ
を
損

な
っ
て
い
る
観
光
地
が
多
い
。
人

が
何
を
求
め
る
の
か
、
城
端
商
工

会
女
性
部
で
も
研
究
し
て
み
れ
ば

ど
う
か
」
と
提
言
さ
れ
た
。

出
場
す
る
。

　

優
秀
賞
は
以
下
の
と
お
り
。

〔
新
川
〕　 

古
川
和
幸
さ
ん（
宇
奈
月
町

）

　
　
　
　

松
田　

靖
さ
ん（
舟
橋
村
）

〔
富
山
〕　 

岡
本
喜
憲
さ
ん（
八
尾
町
）

　
　
　
　

柳
澤
信
行
さ
ん（
和
合
）

〔
射
水
高
岡
〕  

中
山
欣
一
さ
ん（
福
岡
町
）

〔
砺
波
〕　 

本
田　

敏
さ
ん（
福
光
）

　
　
　
　

原
田
尚
武
さ
ん（
庄
川
町
）
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県
商
工
同
友
会
（
道
古
伸
夫
会

長
）
は
、
六
月
三
日
、
県
中
小
企

業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平

成
二
十
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。
同
総
会
に
は
県
下
二
十
二
商

工
同
友
会
よ
り
会
員
約
百
名
が
出

席
し
、
来
賓
に
池
田
進
県
商
工
労

働
部
次
長
、
石
澤
義
文
県
商
工
会

連
合
会
長
ら
を
迎
え
開
か
れ
た
。

　

道
古
会
長
は
、
本
年
度
は
結
成

三
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

特
別
予
算
も
提
案
し
て
お
り
、
会

員
の
皆
様
の
温
か
い
審
議
を
い
た

だ
き
た
い
と
挨
拶
。
そ
の
後
、
羽役員改選により再選した道古会長

柴
進
一
宇
奈
月
町
商
工
同
友
会
長

を
議
長
に
議
案
審
議
に
入
り
、
平

成
十
九
年
度
事
業
報
告
や
平
成

二
十
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
等
に

つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承

認
決
定
し
た
。

  
な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、

（有）
タ

カ
ホ
サ
ポ
ー
ト
代
表
取
締
役
の
釣

賀
隆
穂
氏
を
講
師
に
迎
え
て
「
金

融
機
関
と
上
手
に
つ
き
合
う
方

法
」
と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
た
。

起
業
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

に
よ
り
選
任
さ
れ
た
役
員
は
次

の
と
お
り
。

▼
会
長

　

道
古
伸
夫
（
再
）（
射
水
）

▼
副
会
長

　

白
川
賢
一
（
新
）（
立
山
）　　

　

浦
田
啓
一
（
新
）（
大
沢
野
細
入
）

　

加
藤
考
一
（
再
）（
城
端
）

▼
監
事

　

吉
田
信
三
（
新
）（
婦
中
）

　

夏
見
久
志
（
新
）（
戸
出
）

▼
理
事

　

正
副
会
長
、
監
事
を
除
く
各

商
工
同
友
会
長
等
。

県
中
小
企
業
大
学 

短
期
コ
ー
ス
始
ま
る

創
業
塾
女
性
コ
ー
ス
開
講

　
県
中
小
企
業
大
学
の
本
年
度
の
短

期
コ
ー
ス
が
、
県
中
小
企
業
研
修
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
五
月
二
十
八
日

の
「
若
手
リ
ー
ダ
ー
養
成
コ
ー
ス
」

か
ら
始
ま
っ
た
。

　
本
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
企
業
発
展

の
原
動
力
と
な
る
若
手
リ
ー
ダ
ー

四
十
七
名
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

中
心
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
開
発
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ

く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
事
例・演
習・

グ
ル
ー
プ
討
議
を
交
え
な
が
ら
学
ん

だ
。

　
今
後
、
七
月
十
五
日
か
ら
は
、
女

性
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
「
職
場
リ
ー
ダ
ー
実
力

養
成
コ
ー
ス
」
な
ど
九
つ
の
短
期

コ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
る
。

　

県
商
工
会
連
合
会
と
全
国
商

工
会
連
合
会
主
催
の
「
創
業
塾

女
性
コ
ー
ス
」
が
五
月
三
十
一

日
、
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン

タ
ー
で
始
ま
っ
た
。

　

県
内
の
中
小
企
業
診
断
士
や

税
理
士
ら
が
講
師
を
務
め
、
創

業
の
心
構
え
や
資
金
調
達
並
び

に
制
度
融
資
の
利
用
方
法
、
事

業
プ
ラ
ン
の
作
成
方
法
な
ど
に

つ
い
て
受
講
者
に
説
明
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
創
業
し
た
女
性

の
体
験
談
を
聞
き
、
事
業
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ぶ
機
会
も
あ
っ
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
創
業
し
た

い
と
い
う
想
い
だ
け
で
は
、
実

際
に
事
業

を
立
ち
上

げ
る
の
は

大
変
だ

が
、
学
ん

だ
事
を
活

か
し
一
つ

一
つ
解
決

し
て
い
き

た
い
」
と

創業のポイントを勉強する受講者

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

　

今
後
は
、
一
般
コ
ー
ス
（
七

月
五
日
か
ら
）、
一
般
プ
チ
創
業

コ
ー
ス（
八
月
二
十
三
日
か
ら
）、

経
営
革
新
塾
（
九
月
二
十
七
日

か
ら
）、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー

ス
（
十
月
二
十
五
日
か
ら
）
を

開
催
す
る
。

　

創
業
塾
・
経
営
革
新
塾
の
申

込
み
は
お
近
く
の
商
工
会
ま
た

は
県
商
工
会
連
合
会
ま
で
。
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五
月
三
十
日
よ
り
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
課
題
解
決
を
目
的
に

県
商
工
会
連
合
会
に
地
域
力
連
携

拠
点
、
事
業
承
継
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
た
。

　

県
商
工
会
連
合
会
は
本
事
業
を

効
果
的
に
推
進
し
て
行
く
た
め

に
、
地
域
の
現
場
で
直
接
、
小
規

模
事
業
者
の
支
援
に
あ
た
っ
て
い

る
経
営
指
導
員
を
対
象
に
、
事
業

の
内
容
に
係
る
説
明
会
を
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
で
開
催
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
拠
点
に
配
置
さ

れ
た
専
門
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当

す
る
、
経
営
力
向
上
、
創
業
・
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
、
事
業
承
継
に
つ
い

て
、
支
援
事
例
を
交
え
な
が
ら
説

明
し
た
。

　

六
月
六
日
に
名
鉄
ト
ヤ
マ
ホ
テ

ル
お
い
て
商
工
会
モ
デ
ル
工
場
研

究
会
平
成
二
十
年
度
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
の
は
じ
め
に
、
高
野
代
表

幹
事
は
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

　

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
か

ら
派
生
し
た
金
融
収
縮
、
原
油
、

原
材
料
高
等
、
企
業
経
営
に
は
大

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
が
開
催

し
た
、
連
絡
協
議
会
に
県
下
商

工
会
・
会
議
所
の
経
営
指
導
員

が
出
席
し
、
管
内
の
地
域
活
性

化
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

商
工
会
モ
デ
ル
工
場
研
究
会
総
会

連
合
会
事
業
に
積
極
的
に
協
力

変
厳
し
い
風
が
吹
き
始
め
て
い
る

が
、
中
小
企
業
の
思
い
っ
き
り
の

良
さ
で
乗
り
越
え
た
い
。

　

総
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
議
案

は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。ま
た
、

県
連
合
会
が
本
年
度
新
規
に
取
組

む
「
研
究
人
材
活
用
事
業
」
に
も

積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
行
な

わ
れ
、
異
業
種
集
団
な
ら
で
は
の

多
方
面
の
話
題
で
話
が
止
む
こ
と

が
な
か
っ
た
。

説明を聞く指導員

挨拶をする高野代表幹事

　

 

主
な
意
見
と
し
て

● 

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー

ト
の
入
込
は
順
調
。

● 

医
薬
品
関
連
は
、
業
績
は

好
調
で
あ
る
が
、
原
材
料
高

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

● 

高
山
線
の
新
駅
の
誕
生

が
、
地
域
活
性
化
の
好
材
料

と
な
っ
て
い
る
。

　

県
下
商
工
会
経
営
指
導
員
は
、

景
気
・
金
融
動
向
に
つ
い
て
事
業

者
に
対
し
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
た
。

主
な
意
見
は
、
次
の
と
お
り
。

　

一
．
石
油
・
原
材
料
価
格
等
の

仕
入
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
影
響

に
つ
い
て

◇
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
業
に
お
い
て
、

原
材
料
価
格
の
上
昇
に
よ
り
、
い
っ
そ

う
利
益
率
が
低
下
し
て
い
る
。

◇
鉱
工
業
に
お
い
て
、
材
料
の
高
騰

分
を
販
売
単
価
に
上
乗
せ
で
き
ず
、

利
益
が
減
少
し
て
い
る
。

　

二
．
金
融
動
向
に
つ
い
て

◇
金
融
機
関
の
与
信
枠
の
都
合
で
制

度
融
資
が
利
用
で
き
な
い
。

◇
政
府
系
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
は

現
在
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

◇
建
設
業
の
借
入
申
込
み
に
は
、
金

融
機
関
が
依
然
慎
重
な
構
え
。

　

県
商
工
労
働
部
で
は
、
最
近
の

原
油
・
原
材
料
価
格
の
上
昇
に
よ

る
県
内
企
業
の
影
響
及
び
雇
用
動

向
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
主
な
結
果

は
、
次
の
と
お
り
。

一
．
原
油
・
原
材
料
高
に
よ
る
収

益
へ
の
影
響
に
つ
い
て

◇「
影
響
が
あ
る（
大
き
く
圧
迫
、
や

や
圧
迫
）」
と
回
答
し
た
企
業
は
、

九
〇
．
二
％

二
．
原
油
・
原
材
料
高
の
価
格
へ

の
転
嫁
状
況
に
つ
い
て

◇「
困
難
で
あ
る（
困
難
、
や
や
困
難
、

で
き
て
い
な
い
）」と
回
答
し
た
企
業

は
、
七
一
．
八
％

　　

調
査
は
五
月
下
旬
実
施
、
県
内

二
〇
〇
社
の
う
ち
一
三
六
社
よ
り

回
答
が
あ
っ
た
。

原
油
・
原
材
料
高
及
び
雇
用
動
向
に
関
す
る
調
査
結
果
原
材
料
高
が
企
業
経
営
を
圧
迫
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地
域
力
連
携
拠
点
事
業

重
点
支
援
事
業　

農
商
工
等
連
携
に
つ
い
て

　

五
月
三
十
日
に
開
所
し
た
、
県

商
工
会
連
合
会
地
域
力
連
携
拠
点

で
は
、
本
年
度
の
重
点
支
援
事
業

と
し
て
農
商
工
等
連
携
を
推
進
し

て
い
く
。

　

農
商
工
等
連
携
と
は
、
生
産
課

題
を
持
つ
農
林
水
産
業
者
と
商
工

業
者
が
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と

で
、
事
業
の
拡
大
が
見
込
め
る
事

業
計
画
を
認
定
し
、
諸
施
策
で
支

援
す
る
も
の
で
す
。

　

当
連
合
会
で
は
、
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
商
工
会
の
経
営
指
導
員
と

チ
ー
ム
を
組
み
な
が
ら
、
農
商
工

等
連
携
と
な
る
案
件
を
発
掘
し
、

認
定
ま
で
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

　

地
元
産
小
麦
で
あ
る
「
ハ
ル
ユ

タ
カ
」
を
使
用
し
た
地
域
ブ
ラ
ン

ド
「
江
別
小
麦
め
ん
」
を
開
発
。

全
国
チ
ェ
ー
ン
店
や
本
州
の
ス
ー

パ
ー
に
販
路
を
拡
大
す
る
な
か
で

販
売
量
は
拡
大
を
重
ね
て
い
る
。

札
幌
の
有
名
ラ
ー
メ
ン
店
が
開
発

し
た
ス
ー
プ
を
用
い
て
江
別
小
麦

め
ん
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
も

販
売
。

◆
農
業
者
サ
イ
ド
の
取
組

　

栽
培
時
の
病
気
に
弱
い
品
種
ハ

ル
ユ
タ
カ
を
、
前
年
の
冬
に
種
を

ま
く
「
初
冬
ま
き
」
手
法
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
成
長
を
早
め
て
病

気
発
生
率
を
低
下
さ
せ
、
ハ
ル
ユ

タ
カ
の
安
定
生
産
を
実
現

◆
中
小
企
業
者
サ
イ
ド
の
取
組

　

製
粉
会
社
で
は
、
少
量
製
粉
が

可
能
な
プ
ラ
ン
ト
開
発
し
、
江
別

産
小
麦
だ
け
の
小
口
注
文
に
対
応
。

　

製
麺
会
社
で
は
、
ハ
ル
ユ
タ
カ

専
門
の
「
麺
工
房
」
を
建
設
し
、

江
別
産
小
麦
だ
け
の
小
口
注
文
に

対
応
。

◆
認
定
の
対
象
と
な
る
事
業
と
は

　

①
新
商
品
の
開
発
（
新
役
務
の

開
発
）
②
新
商
品
の
生
産
（
新
役

務
の
提
供
）
③
新
商
品
の
需
要
の

開
拓
（
新
役
務
の
需
要
の
開
拓
）

の
い
ず
れ
か
一
つ
を
満
た
し
て
い

る
も
の
。
ま
た
、開
発
、生
産
（
提

供
）、
需
要
開
拓
ご
と
の
ス
テ
ー

ジ
に
合
わ
せ
た
事
業
計
画
の
策
定

が
可
能
。
な
お
、
計
画
の
実
施
期

間
は
原
則
五
年
以
内
。

　

農
商
工
等
連
携
を
考
え
て
い
る

方
は
、
最
寄
り
の
商
工
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

今
回
紹
介
す
る
経
営
革
新
計
画

認
定
事
例
は
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
も
の
で
、
地
域
資
源
活
用
事

業
の
認
定
を
も
目
標
に
お
い
た
経

営
革
新
計
画
で
す
。

　

申
請
者
は
、
手
す
き
和
紙
製

造
、
和
紙
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
製

造
、
型
染
め
和
紙
の
製
造
、
型
染

め
和
紙
加
工
品
の
製
造
を
手
が
け

て
い
る
。
越
中
和
紙
の
伝
統
を
継

ぎ
、
紙
す
き
の
古
法
を
頑
な
に
守

り
続
け
て
い
て
、
良
質
な
こ
う
ぞ

紙
を
生
産
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
和
紙
製
品
の

消
費
者
離
れ
で
（
障
子
紙
、
ふ

す
ま
に
和
紙
を
使
用
し
な
い
等
）、

紙
問
屋
の
取
扱
量
が
年
々
減
少
す

る
こ
と
で
、
当
社
の
販
売
額
も
同

様
の
傾
向
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
新

し
い
和
紙
商
品
を
開
発
し
て
、
新

規
顧
客
を
開
拓
す
る
こ
と
が
、
事

業
展
開
を
す
る
上
で
の
課
題
と

な
っ
て
い
た
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
色
鮮
や
か

な
三
匹
の
鯉
が
５
月
の
さ
わ
や

か
な
風
に
な
び
く
様
子
を
表
現
し

た
、
卓
上
タ
イ
プ
「
お
部
屋
で
泳

ぐ
鯉
の
ぼ
り
（
悠
々
）」
を
平
成

十
八
年
に
実
験
的
に
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
研
究
開
発
し
た
。
申
請
者

は
、
従
来
の
商
品
群
を
生
活
関
連

商
品
に
ま
で
広
げ
、
和
紙
製
品
を

身
近
な
存
在
と
す
る
た
め
に
、
小

物
や
バ
ッ
グ
等
を
和
紙
で
製
造
し
、

販
路
と
し
て
若
者
の
支
持
さ
れ
て

い
る
大
手
衣
料
品
店
を
開
拓
。
民

芸
品
と
し
て
の
製
品
の
位
置
づ
け

か
ら
、
買
回
品
の
一
部
と
し
て
消

費
者
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
製
品

を
作
り
続
け
、
和
紙
製
品
の
販
売

の
拡
大
を
図
る
経
営
革
新
計
画
を

策
定
し
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。

【
県
内
の
認
定
事
例
】

〔
申
請
者
〕
桂
樹
舎

〔
テ
ー
マ
〕
和
紙
の
よ
さ
を
和
紙

製
品
を
と
お
し
て
市
場
に
伝
え
、

販
売
の
拡
大
を
図
る

認
定
企
業
に
診
る
経
営
計
画
の
独
自
性
と
新
規
性

認
定
企
業
に
診
る
経
営
計
画
の
独
自
性
と
新
規
性

農
商
工
等
連
携
事
業
と
し
て

　
　
　
　
　

想
定
さ
れ
る
事
例

　

江
別
小
麦
め
ん

商品化した鯉のぼり
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【各地の記念事業】
事業名 開催日
五箇山伝統芸能まつり（五箇山各地区）	　7月5、6日、8月2、9、16、23日
福光もちつき太鼓で歓迎（道の駅福光）			7 月 6日
五箇山音楽祭（五箇山合掌の里）	 　7月 26、27日
南砺物産フェア（いなみ木彫りの里）	 　9月 13〜 15日

城
端
商
工
会　
　
　
　
　
　
　

 「
越
中
の
小
京
都
城
端
た
び
な
び
！！

           

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
二
〇
〇
八
」
実
施
中

南
砺
・
庄
川
地
域
商
工
会
広
域
協
議
会

～
若
手
社
員
は
企
業
の
宝
～　
　

若
手
社
員
育
成
セ
ミ
ナ
ー
開
催

N
E
W
S

N
E
W
S

N
E
W
S

N
E
W
S

商
工
会

商
工
会

　

南
砺
・
庄
川
地
域
商
工
会
広
域

協
議
会
で
は
、
中
小
企
業
の
若
手

人
材
の
育
成
、
定
着
化
を
図
る
た

め
に
、
入
社
三
年
以
内
の
若
手
社

員
を
対
象
に
若
手
社
員
育
成
セ
ミ

ナ
ー
を
六
月
二
十
四
日
、
福
光
会

館
で
開
催
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
中
小
企

業
診
断
士
や
人
材
育
成
ト
レ
ー

ナ
ー
ら
が
講
師
を
務
め
、
働
き
が

い
の
み
つ
け
方
や
、
周
囲
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
等
に
つ
い
て
解
説

す
る
。

　

こ
の
日
は

（株）
ダ
イ
ナ
テ
ッ
ク
の

小
紙
浩
氏
が
講
師
を
務
め
「
社
内

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
と

有
効
性
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
全
三
回
で
、
六

月
二
十
六
日
は
、
よ
い
と
こ
井
波

で
開
催
さ
れ
、
七
月
九
日
に
は
、

福
野
商
工
会
館
で
「
組
織
人
と
し

て
の
行
動
の
徹
底
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

城
端
商
工
会
は
、
七
月
五
日
の

東
海
北
陸
自
動
車
道
全
線
開
通
を

記
念
し
、「
越
中
の
小
京
都
城
端

た
び
な
び
!!
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

二
〇
〇
八
」
の
冊
子
を
大
幅
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
四
月
二
十
六
日
か

ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
実
施
し

て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
南
砺
市

の
誕
生
を
記
念
し
実
施
、
本
年
で

六
回
目
と
な
る
。

　

城
端
の
街
並
み
、
歴
史
や
祭
り
、

特
産
品
な
ど
地
域
の
財
産
を
活
か

し
て
、
個
店
と
観
光
施
設
を
結
び
、

新
た
な
お
客
の
掘
り
起
こ
し
を
図

る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

つ
な
げ
る
の
が
目
的
、
二
十
九
の

協
賛
店
が
参
加
し
て
い
る
。
話
題

の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「true tears

」

の
あ
ら
す
じ
や
西
村
純
二
監
督
の

城
端
を
訪
れ
た
時
の
感
想
コ
メ
ン

ト
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

協
賛
店
を
含
む
観
光
施
設
五
ヶ

所
以
上
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
応
募

す
る
と
、
桜
ヶ
池
周
辺
施
設
宿
泊

券
、
と
な
み
野
オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ク

タ
イ
な
ど
の
賞
品
が
抽
選
で
当
た

る
。
ま
た
、
協
賛
店
で
利
用
で
き

る
ク
ー
ポ
ン
券
も
付
い
て
い
る
。

小
冊
子
は
、
協
賛
店
や
ス
タ
ン
プ

設
置
箇
所
、
南
砺
市
内
の
道
の
駅

な
ど
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。

富
山
県
商
工
会
連
合
会

朝
日
町
商
工
会

入
善
町
商
工
会

宇
奈
月
町
商
工
会

上
市
町
商
工
会

立
山
町
商
工
会

舟
橋
村
商
工
会

大
山
商
工
会

大
沢
野
細
入
商
工
会

八
尾
町
商
工
会

山
田
商
工
会

婦
中
町
商
工
会

水
橋
商
工
会

和
合
商
工
会

呉
羽
商
工
会

射
水
市
商
工
会

中
田
商
工
会

戸
出
商
工
会

福
岡
町
商
工
会

小
矢
部
商
工
会

津
沢
商
工
会

庄
川
町
商
工
会

福
光
商
工
会

福
野
商
工
会

城
端
商
工
会

井
口
商
工
会

井
波
商
工
会

五
箇
山
商
工
会

利
賀
村
商
工
会

祝
東海北陸自動車道全線開通

商工会は、本路線が活用され、地域経済が活性化することを期待します。
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◆平成 20 年度主な県融資制度のお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 20 年 4 月 1 日現在）

資　金　名 融　資　対　象 資　金　使　途 融　資　条　件
融資申込先他

限度額（万円） 期間（うち据置期間） 融資利率 保証料率（※ 1）

小 口
事業資金 一 般 小 口 枠 従業員 20 人（商業・サービス業 5 人）以下の小

規模事業者（富山市以外） 設備・運転

無担保　1,250
（保証債務残高が
1,250 以下等の条
件を満たす者に
あっては、無担
保無保証）

設備  ７年 
運転  ５年 年 2.00％以内

年 0.6％ 
保証必須 
特別小口保険の
要件を満たす方 
年 0.5％

市町村又は商工
会を経由のうえ
取扱金融機関 
※取扱は市町村
が特定する金融
機関に限る

経営安定
資 金

地 域 産 業 対 策 枠

経済の構造的要因等により、最近 3 ヶ月以上
1 年以内の期間の売上高が前年同期比 10％以
上減少又は最近時決算において経常赤字の中
小企業者

運転 5,000 ７年（1 年） 年 1.90％以内
年 0.35％～

年 1.05％
保証必須

商工会の認定書
を添えて取扱金
融機関

経営安定
特 別 分

上記の要件中、最近 3 ヶ月以上を 1 ヶ月以上
と緩和した要件を満たし、商工調停士の指導
を受けている中小企業者

運転 1,500 ７年（1 年） 年 1.90％以内
年 0.35％～

年 1.05％
保証必須

上記地域産業対策
枠の認定書及び県
商工会連合会の推
薦書を添えて取扱
金融機関

企 業 再 生 支 援 枠

次のいずれかに該当する中小企業者で、具体
的で実現可能な経営改善計画を金融機関と連
携して策定している者

（1）最近時決算において経常赤字の者
（2）（株）整理回収機構へ貸付債権が譲渡された者
（3）民事再生法等による法的再建手続を行う者
（4）中小企業再生支援協議会から再生支援の認

定を受けた者
（5）信用保証協会の企業再生支援チームの支援

を受けている者

設備・運転 10,000 設備 10 年（1 年） 
運転  ７年（1 年） 年 1.65％以内

年 0.35％～
年 1.05％

保証必須

取扱金融機関を
経由のうえ県経
営支援課

連 鎖 倒 産 防 止 枠
国又は信用保証協会が指定した倒産企業に 50
万円以上の債権を有する中小企業者（事業実績
1 年未満でも可）

運転
5,000

（ただし債権限度
額とする）　　

７年（1 年） 年 1.65％以内 年 0.6％ 
保証必須 取扱金融機関

緊 急 経 営 改 善 資 金
取 扱 期 間 
平成 21 年 3 月 31 日まで

最近 3 ヶ月間の売上高が過去 3 年間のいずれ
かの年の同期と比べて 5％以上減少し、経営
改善計画を策定し借換えを行うことにより経
営の改善が期待される中小企業者

（1）借換資金 
（県小口以外） 
（2）借換資金 
（県小口のみ）

(1)4,000 
 

(2)1,000
７年（6 ヶ月） 年 1.90％以内

年 0.35％～
年 1.05％

保証必須

商工会の認定書
及び実施計画書
を添えて取扱金
融機関

新 産 業・
ベンチャー
創出支援
資 金

Ｉ Ｔ 推 進 枠

（1）高度情報化設備、コンピュータを活用した
販売管理及び生産管理システムの設置

（2）コンピュータ、情報通信機器等の製造設備
の設置

（3）ソフトウエア、コンテンツ制作の高度化の
ための設備の設置

（4）ホームページ、データベース、ソフトウエ
アの制作

設備（運転）

10,000
（ う ち 運 転 1,000
ただし資金使途
が (4) に該当する
場合は運転資金
3,000）

設備 10 年（1 年） 
運転  ５年（1 年） 年 1.35％以内 年 0.35％～

年 1.05％ 取扱金融機関を
経由のうえ県経
営支援課

バ イ オ・ 深 層 水
関 連 産 業 支 援 枠

（1）バイオテクノロジーを活用した新製品の開
発、製造のための設備

（2）富山湾の海洋深層水を活用した新製品の開
発、製造のための設備

設備（運転） 5,000 
（うち運転 1,000）

設備 10 年（1 年） 
運転  ５年（1 年） 年 1.35％以内 年 0.35％～

年 1.05％

地 域 貢 献 型 事 業
（コミュニティビ
ジ ネ ス ）支 援 枠

福祉、環境、特産品の加工等、地域に貢献す
る事業（コミュニティビジネス）を行う者で、
有償で行われる等、ビジネス要件を備えてい
る事業者

設備・運転 2,000 設備  ７年（1 年） 
運転  ５年（1 年） 年 1.65％以内 年 0.35％～

年 1.05％

商工会の認定書を
添えて、取扱金融
機関を経由のうえ
県経営支援課

創 業・
ベンチャー
支 援 枠

創業者分
事業を営んでいない個人が事業を開始する予
定のもの、又は事業を開始した中小企業者で
あって、創業後 1 年未満のもの

設備・運転
3,000 

創業予定者 
2,500

設備  ７年（1 年） 
運転  ５年（1 年） 年 1.65％以内 年 0.6％ 

保証必須

取扱金融機関を
経由のうえ県経
営支援課

創 造 法・
経営革新
法 等 分

（1）中小企業新事業活動促進法の認定（承認）を
受けた事業を行うもの

（2）創造的事業活動促進法の認定を受けた事業
を行うもの

（3）中小企業経営革新支援法の承認を受けた事
業を行うもの

当該事業に要する 
設備・運転

10,000 
（うち運転 1,500）

設備 10 年（3 年） 
運転  ５年（1 年） 年 1.65％以内 年 0.6％

新 事 業
展 開
支 援 分

経済の多様かつ構造的な変化に適応するため、
現在の事業と日本標準産業分類細分類が異な
る事業を新たに行い、新事業の占める割合が
5 年以内に１/ ４以上となることが見込まれる
事業展開を行う中小企業者又は出資法人

当該事業に要する 
設備・運転

4,000 
（うち運転 1,000）

設備  ７年（1 年） 
運転  ５年（1 年） 年 1.65％以内 年 0.35％～

年 1.05％

建 設 業 等
新 分 野 進
出 支 援 分

経済の多様かつ構造的な変化に適応するため、
現在の事業と日本標準産業分類細分類が異なる
事業を新たに行う建設業、卸・小売業を営む者

当該事業に要する 
設備・運転

4,000 
（うち運転 1,000）

設備  ７年（1 年） 
運転  ５年（1 年） 年 1.65％以内 年 0.35％～

年 1.05％

新 技 術 研 究
開 発 支 援 枠

企業が単独又は産学官との連携により次の事
業を行う場合

（1）新技術又は新製品の研究開発
（2）研究開発に係る人材育成に必要な研修等
（3）新技術又は新製品の事業化、市場化

当該事業に要する 
設備・運転

7,000 
（うち運転 1,000）

設備 10 年（1 年） 
運転  ５年（1 年） 年 1.65％以内 年 0.35％～

年 1.05％

事 業 承 継 支 援 資 金

（1）後継者不在などのため存続見通しがつかない
中小企業から当該事業を承継しようとする者

（2）相続時の資金繰りが困難なこと等により事
業の存続見通しがつかない相続人

（事業資産の取得資金、法人承継者による
経営権（株式）買取資金、その他承継事業の
運営に必要な資金を対象）

設備・運転

5,000
（うち運転 3,000）
※設備投資に伴
い、 建 物（土 地）
を同時に取得す
る場合　1 億円

設備 ７年（1 年）
運転 ５年（1 年）
※ 設 備 投 資 に 伴
い、建物（土地）を
同時に取得する場
合 10 年（1 年）

年 1.65％以内 年 0.35％～
年 1.05％

事 業 活 性 化 促 進 資 金 事業の多角化や合理化、拡大を行うことにより、
経営基盤を強化し事業の活性化に取り組む者 運転 3,000 ５年（1 年） 年 2.10％以内 年 0.35％～

年 1.05％ 取扱金融機関

※ 1　中小企業者の経営状況に応じて、保証料率が決定されます
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